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研究者として成長できる 教育 ・ 労働条件を実現しよう

（１）　第１７８号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　２０１７年　８月　１日（火）

研究支援メニュー

学
部
長
・
両
学
科
長
に

懇
談
を
申
し
入
れ

「
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
等
利
用
を
学
部
の
戦
略
に
」第
５
回
執
行
委
員
会

で
の
議
論
か
ら

　
先
週
24
日
、
第
５
回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
な
テ
ー
マ
は
「
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
・
研
究
条
件
に
つ
い
て
」
と
「
学

部
長
交
渉
の
申
し
入
れ
書
の
準
備
」
で
す
。

　
前
者
に
つ
き
、「
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
な
ど
の
取
得
が
恩
恵
で
あ
る

と
い
う
意
識
を
払
拭
し
な
い
と
、
同
僚
等
に
負
担
を
か
け
て
ま

で
取
得
で
き
な
い
」。「
取
得
し
に
く
い
２
大
理
由
が
授
業
と
委

員
会
の
調
整
で
あ
り
、
そ
れ
に
さ
ら
に
各
専
門
分
野
ご
と
の
特

殊
事
情
が
か
ら
ん
で
き
て
い
る
。
学
内
業
務
を
減
ら
す
こ
と
が

最
低
限
必
要
で
あ
る
」。「
研
究
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
重
大
学

人
文
学
部
が
研
究
力
で
優
位
性
を
発
揮
で
き
、
そ
れ
が
教
育
に

も
地
域
貢
献
に
も
生
き
て
く
る
よ
う
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」。
し
た
が
っ
て
「
研
究
活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
を
学
部
の
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
な
い
と
い
け
な
い
」
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
後
者
で
、
教
養
教
育
に
お
け
る
授
業

コ
マ
数
問
題
や
、
地
域
貢
献
と
い
う
場
合
に
、
研
究
会
等
の
開

催
で
相
互
交
流
を
図
る
こ
と
の
必
要
性
等
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

三重大学人文学部

学部長　安食　和宏　様

学部長および両学科長との懇談の申入れ
２０１７年　７月２５日

三重大学教職員組合人文学部支部

執行委員長　前田　定孝

　７月の教授会では、サバティカルを

はじめとする研究支援メニューをご提

示いただき、ありがとうございました。

さっそく人文学部支部としても、アン

ケート調査を実施しました。

　つきましては、このアンケート調査

結果等も踏まえながら、下記の内容で、

当教職員組合人文学部支部は、三重

大学人文学部長および文化・法律経

済の両学科長との懇談を申し入れま

す。どうかよろしくお取りはからいく

ださい。

記

　先日当支部が実施したアンケート集

計結果等も踏まえつつ、今後のサバ

ティカル、研究休職、および長期出張

等の教員の研究環境等の整備につい

て、意見交換させていただきたく、お

願いします。

　懇談の期日は、追って調整させてい

ただければさいわいです。

 以　上

利用しにくい３大理由
「授業の調整」「委員会の調整」「優先順位の設定」

人文支部は

さっそく

＊解決すべき課題はこれだ！
　
先
週
集
約
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
も
と
に
、
人
文
学
部
支

部
は
、
さ
っ
そ
く
25
日
付
け
で

学
部
長
に
対
し
て
懇
談
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
文
化
・

法
律
経
済
の
両
学
科
長
に
も

申
し
入
れ
て
い
ま
す
（
左
記
）。

授
業
コ
マ
の
配
置
や
次
年
度
の

分
担
を
実
質
的
に
調
整
す
る
の

が
、
学
科
長
で
あ
る
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

２
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



非正規教職員の無期転換権を適正に保障させよう

２０１７年　８月　１日（火）　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１７８号　（２）

アンケート自由記述より
・サバティカルにかかる費用の面での支援があるの

かどうか、あるとすればどのようなものなのか、情

報が把握できていない

・「権利」としてローテーションで回すようにすれば

いい。

・教員数が減少し、給与が減少しているにもかかわ

らず委員会や入試などの学務負担に加えカリキュラ

ム改革による授業負担が増え続けている。教員の新

規採用は重要だが、現在働いている教員の負担軽減

も等しく重要ではないか。現状のまま科研費の申請

率を上げるという方針などは、教員の負担を増やす

ことにはなっても、研究支援にはなっていないので

はないか。負担を増やすのであれば委員会、入試、

授業などの負担を軽減すべきではないか。

・教員が減っている現状で制度を利用することにた

めらいがあります。毎年あるいは各年に最低１人は

制度を利用しており、「お互い様」という状況になる

ことが望ましいです。

・やはり、毎年誰かがサバティカルを利用していると

いう状況が当たり前になる、それを前提として学内

業務が回っている、という状態をつくることが大切

では。

・日頃が忙しく、実際には計画するのが難しい。

・海外の協定校との研究者の相互受入れ制度の確立

・学内業務（委員会・教育）の総量を減らし、ある

いは適切に配分して研究をすることに心理的な萎

縮効果が働かないようにすることが大切ではないで

しょうか。研究よりも教育に重きがおかれる制度設

計がなされてしまうと、研究すること自体否定的に

捉えられてしまうところもあるように思います。

○在外研究等の制度があれば

　利用を希望したいですか？

希望したい　　　　　　　　　　１５

希望したくない　　　　　　　　　２

○どの制度を利用したいですか？

　 （複数回答可）

サバティカル制度　　　　　　　１４

内地研究員　　　　　　　　　　 ３

研究休職制度　　　　　　　　　 ８

研究力ステップアップ　　　　　　１

　　支援事業Ⅰ 　　　　　　　　２

研究力ステップアップ支援事業Ⅱ 　１

若手研究支援事業　　　　　　　 ２

若手研究者の海外研修等支援制度　２

海外特別研究員　　　　　　　　 ２

頭脳循環を加速する若手研究者

　　戦略的海外派遣プログラム　　３

○安心して利用できるために、学部

　や大学はどのようなとりくみをす

　べきだと思いますか？

授業等の調整　　　　　　　　　１３

委員会等の調整　　　　　　　　１０

給与等の配慮　　　　　　　 　　７

利用者の優先順位の設定　　　　１３

＊有効回答数　２０

「
利
用
し
た
い
」
が
75
％

　
先
週
集
約
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
結
果
を
お
届
け
し
ま

す
。
有
効
回
答
数
20
の
う
ち
、

「
利
用
し
た
い
」
が
15
を
超
え
、

う
ち
「
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
」
を
利

用
し
た
い
人
が
14
名
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
不
安
も
明
ら

か
に
。「
授
業
・
委
員
会
の
調
整
」

が
い
ず
れ
も
高
順
位
で
す
。「
教

員
が
減
っ
て
い
る
現
状
で
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
に
た
め
ら
い

が
あ
る
」
と
の
自
由
記
述
が
そ

の
こ
と
を
裏
づ
け
ま
す
。「
利

用
者
の
優
先
順
位
の
設
定
を
」

も
13
名
を
数
え
ま
す
。

　
そ
の
他
、
授
業
数
が
多
い
分

野
や
、
入
試
業
務
等
で
年
間
通

じ
た
と
り
く
み
を
す
る
な
か
で

抜
け
ら
れ
な
い
分
野
も
あ
る
な

ど
、
個
別
の
問
題
点
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
の
充
実
で
教
育
も
地

域
貢
献
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
―
―

学
部
の
戦
略
の
根
幹
に
位
置
づ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

研
究
の
充
実
で
教
育
も
地
域

貢
献
も
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

「働き方改革」


